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ヌーベルサノヘ

元町１番街/ 0 7 8 . 3 2 1 - 1 7 1 0

３月１日から４日までヌーベルサノヘにて' 8 4 秋冬物受注会を催します。
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震議

日頃のご愛顧ありがとうございます。皆さまと共に神戸のファッシ
ョンをつづってきましたウィンザー、1 9 8 4 年花開く３月に新しく
ページを開きます。リフレッシュされた店内で、心暖かく皆さまを
お迎えさせて頂きます。皆さまのご来店をスタッフー同心よりお待
ち致しております。

‘１脚ＩＩＥ１．

▲
●
▽

クチュール＆ブティック

〒65 O神戸市中央区三宮町１丁目さんプラザ2ＦＴＥＬ（078 ) 3 3 1 - 7 9 5 2

ｕＫﾊ ﾍ d ｓｏｖ
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●オーダーサロン･ キノシタパールでは、
品質･ サイズともに豊富に品揃えをいたしております｡

｛瞳1醐燕照
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株式会社ﾓｰドﾘﾝグ神戸市中央区旗塚通7丁目１番11号〒651TELO78-242-4141(代ソ
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のさわやかさを自由にコーディネートできる

Ｐ

！

“謡月

一一

『

いいものは時代をごえて生き続けます

コウペコ‘画フルフ
I 亭…雲1 画あなたのセンスで組合せいろいろ。ゴーフル

一司
宇

新しいコウベゴーフル。あなたのフレッシュ
な感覚をひときわ印象深く演出いたします。

ノ本社・神戸市中央区元町通３丁目３－１０壷( 0 7 8 ) 3 2 1 - 5 5 5 5
< 幕> 神戸且月坐ミニイゴーワル
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これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の手帖です

３月号目次鰯1 9 8 4 . Ｎ０２７５

イ

，小磯良平
ンドカバー／スケッチブックから〈6 3 > ヨーロッパを描く／西村功
第1 3 回フルーメール賞受賞者
美術部門／藤原志保・文学部門錬時里二郎
舞台芸術部門／花柳五三軸・音楽部門／末広光夫
ファッション部門／｢ 真珠の街・神戸- J を考えるプロジェクト会議
エトランゼの輪郭２５> ／松本宏
神戸の風色〈5 1 ｼ 堀内初太郎
わたしの意見／左藤孜
第1 3 回ブルーメール賞受賞者発表
随想／山下博; ″川西季乃／望月美佐
地域文化論( その5 5 ) 中国・「西冷印社｣ とr 岳読替院｣ ／水谷領介
詩心鐘t 2 1 J 詩・安水稔和／絵・石阪春生
れんさいエッセイ< 最終回》小原稚子絵・上尾忠生
創刊2 3 周年記念対談〆宮崎辰雄神戸市長ＶＳ石野信一神戸商工会読所会頭
経済ポケットジャーナル
第1 3 回フルーメール賞選考座談会
美術部門／赤根和生・地田洋・草野拓郎
文学部門/ ･ 伊勢田史郎・安水稔和・君本昌久
音楽部門／吉村一夫・柴田仁・小石忠男
舞台芸術部門／佐野漣箕・名生昭雄・岡田美代
ファッション部門〆福富芳美・森本泰好・藤本ハルミ・小泉美喜子
さわやかインタビュー／宗野重徳・兵庫県農林水産部長
キャンペーン" ／ハイカラ神戸の原点トアロードを夢のある坂道に
話題のひろば皿北野・トアロード・元町・街づくり会識ひらく

凶第８回神戸文学賞・女流文学徴受賞パーティ
ファッションスポット
ＮＥＵＥＭＯＤＥＭＡＲＣＨＥＮ／篠原順子
ふたたびブロフェッサーＰの研究室／岡田淳
ノコちゃんの華麗なるＫＯＢＥ見てある記／日米電車交流物語
コーヒーブレイク
動物園飼育日記1 2 2 0 > 亀井一成
元町キャンペーン／朝比奈隆・芦原博之・太田新次郎・島田誠
有馬歳時記３月
神戸を福祉の町に( 1 2 3 ﾉ 橋本明
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目次作品／宮崎豊治r 身辺モデル」 l 3 0 兵庫界隈記
1 3 4 ファッションレポート〆和田研究所所長・和田浩太郎
1 3 6 ふらっしゆ・ばつ< 〈4 1 > 淀川長治
Ｉ３８ＫＯＢＥＭＯＤＥＲＮＣＵＬＴＵＲＥ
Ｉ細コスモ．ファンタジー／青月夢月Q ，佐藤晴美’完
Ｍ５ポケットジャーナル
1 4 9 ぴっといん
1 駒神戸百店会だより
1 5 2 多田智満子．午后の対話／ゲスト･ 山田幸平
1 開運戦小説／昔の眼③／服部洋介ｿ 〆絵・貝原六一
' ８０連載エッセイ／風のファンタジア〈３〉／吉村由美
, ８２海船港／港の眼、港の耳東洋信号通信社＆こうべ国際ＶＨＦ
カメラ／米田定】義・坂上正治・橋本英男・プレゼンツ

速水亨・中村昇治・田村康・松原卓也
池田年夫
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ボーアイに 新支店誕生
言

３

海の幸．山の幸．肉の味

２階集会室
4 0名様

1 階レストラン
1 1 テーブル
4 4名様

'ゲ

豊かな香りをお楽しみ下さい。
’一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一－一一

、 耐
渥
ＬＪ

一
冊

食堂
休憩室
会妻宰

レストラン

駐車場有り
’一Ｆ、T

墨Ｔ二

雫
／１回鉄三宮駅

里

『

ノ

ポート

巧’欧風特選小皿料理2 0 種１－－－－－－－－－－－－－

本店仕込みの味をそのまま､ お値段はさらにお安く
コーヒーはＵコーヒーを扱っています。

ポートアイランド支店
i １１戸市中央区港島３丁目８番１号

ＴＥＬＯ７８(3 0 2 ) 3 8 1 8

／

Ｅ
特選小皿料理￥4 5 0 0
（お１人様･ 要予約２人以上）
帆立貝のソテー
請養軒スタイル風￥8 0 0
シーフードスペシャル
ポートアイランド風￥1 2 0 0
定食(朝･昼・夜）￥4 5 0 ～

画協力
貨物自動車運送班業振典センター
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ｌ

神戸に恋をした､ おしゃれ空間ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ パーク神戸に恋をした､ おしゃれ空間ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ パーク

リザ･ サロン
ベンチ
Ｃａｒｏｓ。

ＶＩＣＴＯｌＲＥ
ダイアナ

東京屋
新宿･ 高野
ＢＯＮフカヤ
ココ山岡
ブランコ

ｻ ｲ ぇｼ ｮ ｯ ﾌ ﾞ ダｲ ｱ ﾅ ホットマン
ルハミール

ランフ｡
ＣＡＮ
ゲルラン

エタム

三愛
竃括078(322)１６９８

神戸･ 二宮( さんﾌ ﾞ ﾗ ず･ センターﾌ ﾞ ﾗ ず）

3Ｆ Ｉ
営業時間 A・M11:00~PM8;00ノ
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』日韓’

１四

一
幸
毒

Ｊ〃

垂涜為丘勾固

臣､各８ｓ岳Ｐ

か
ら

卜田
由
理

ｌＥＫｕＬ

塵呈一

1⑥ｒｌ屋

〃詮

の

昨年神戸同月堂ホールで室内楽の夕べ" 藤田由理とその仲間達" を催した藤田さんは音

､鯵

瞳鈴 ９OＬ９OＬ

１
ｓ
Ⅲ

各種表彰を受け､ 奨学金も受けた｡ 音楽教育にも関心を寄せ､ 現在は子供の技術指導に情

※写真のブラウスを抽選で３名様：
にプレゼントいたします。ご希ｉ
望の方は葉書に住所・氏名・年；
齢・職業を記名の上下記までご；
応募ください。’84年３月26日締切。！
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1 ；
大神ビル９Ｆ月刊神戸っ子；
「イズム」プレゼント係

楽一家に育ち､ 県立芦屋高校から単独渡米､ イリノイ大学音楽部ピアノ科を卒業した異色
のピアニスト３万５千人の生徒に交って一生懸命勉強した成果があり成績優秀による

熱を注いでいる。今日はヤシのアップリケが楽しいブラウスで友人の崎田邸のピアノの

Ｌ

前に。弾き語りも好きだし｡ エレクトーンにも挑戦します｣ と､ チャレンゾ精神も肝残だ

⑤ 戦嬰卯
Ｈｅ臼doffic獣９２１牛ChomeNInomIyaごchoChuOkuKobe，６５１JapanTELO78･z223641
Malfketingroom6-8i2-ChDmeNlnomlya饗ChO‘ChuDkuKobei651JapanTELO78.222-1331 ．……………．．…･ …………………ノ
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私
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
へ
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
約
１
年

半
が
経
ち
ま
し
た
が
、
日
を
経
る
に
従
っ
て
、
神
戸
と
い
う
都
市

は
、
実
に
潤
い
に
溢
れ
た
美
し
い
街
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
神
戸
が
大
阪
や
東
京
の
よ
う
に
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
大
き
さ

で
な
く
、
人
間
が
住
む
に
ほ
ど
よ
い
広
さ
の
街
で
あ
る
こ
と
と
、

地
形
的
に
も
山
が
あ
り
海
が
あ
り
、
自
然
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
の
各
国
料
理
が
味
わ
え
る
国
際
色

豊
か
な
酒
落
た
街
で
あ
る
う
え
に
、
街
全
体
が
と
て
も
清
潔
な
印

象
を
与
え
る
点
は
神
戸
な
ら
で
は
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
神
戸
が
全
国
の
他
都
市
に
類
を
見
な
い
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
の
数
々
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
も
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
何
か
も
う
一
つ
活
気
と
い
う
点
で
も
の
足
り
な
さ

を
感
じ
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

神
戸
の
街
は
眠
る
の
が
早
く
、
夜
７
時
を
過
ぎ
る
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
街
な
ど
は
灯
が
消
え
た
よ
う
な
淋
し
い
街
に
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
仕
事
を
終
え
た
人
た
ち
が
、
気
軽
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
場
所
が
な
い
わ
け
で
す
。
人
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
が
、

街
の
活
気
を
生
み
だ
し
、
さ
ら
に
こ
れ
が
一
つ
の
文
化
の
基
礎
と

な
っ
て
い
く
大
切
な
点
な
の
に
、
現
在
、
神
戸
に
は
そ
の
よ
う
な

場
の
提
供
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
非
常
に
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
言
い
か
え
れ
ば
、
街
づ
く
り
は
な
さ
れ
て
い
て
も
、
広
場
づ

く
り
が
今
後
の
大
き
な
課
題
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭
和
盟
年
に
放
映
さ
れ
た
ド
ラ
マ
「
風
見
鶏
」
に
よ
っ
て
、
北

野
町
の
異
人
館
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
今
や
北
野
は
全
国
的

な
観
光
名
所
と
な
り
、
新
し
い
文
化
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
北
野
町
各
地
区
に
点
在
す
る
異
人
館
群
が
、
Ｔ
Ｖ

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
点
」
の
存
在
か
ら
、
異
人

館
通
り
と
い
う
一
つ
の
「
面
」
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
神
戸
に
は
市
立
博
物
館
や
近
代
美
術
館
、

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
文
化
施
設
が
あ
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
点
」
と
し
て
存
在
ｋ
核
と
な
る
も
の
が
な

い
た
め
に
「
面
」
へ
の
展
開
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
市
民
の
た
め

の
広
場
づ
く
り
こ
そ
急
務
と
思
い
ま
す
。
（
談
）

１
２９
１

☆
私
の
意
見

文
化
の
核
し
」
な
る

プ
ラ
ザ

広
場
づ
く
略
”
ソ
を

左
藤
孜

八
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
長
Ｖ

鋼
騨
職
麟
欝
融
寒
齢
罷
蛍
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門

部

一
Ｉ

厘
音
楽
部
門

口
文
学

郷
土
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
、
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は
こ
の
３
月
号
で
認
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援
の
賜
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
で
は
、
神
戸
の
文
化
を
進
め
る
た
め
、
こ
こ
に
第
焔
回
「
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
」

（
青
い
海
）
を
設
定
し
、
各
部
門
別
に
選
考
座
談
会
を
行
っ
た
う
え
、
左
記
の
４
人
と
一
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に

賞
（
彫
刻
家
新
谷
誘
紀
氏
に
よ
る
海
の
女
神
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
）
を
お
贈
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

副
賞
に
は
地
元
企
業
の
ご
協
力
に
よ
り
、
各
部
門
の
受
賞
者
に
拾
万
円
が
授
与
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
社
会
の
中
か
ら
世
界
に
通
じ
る
文
化
を
育
み
た
く
、
力
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
授
賞
式
は
４
月
肥
日
（
水
）
神
戸
国
際
展
示
場
／
月
刊
神
戸
っ
子
詔
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
で
行
い
ま
す
Ｖ

１
３０
１

蕊
伊
勢
田
史
郎
。
安
水
稔
和
・
君
本
昌
久

均
整
の
と
れ
た
緊
密
な
文
体
が
ひ
と
つ
の
世
界
を
き
り
ひ
ら
く
。

繰
り
出
さ
れ
る
こ
と
ば
の
群
は
美
し
く
生
々
し
い
。
格
別
の
力
量
を

〜貝
備
え
た
こ
と
ば
の
詩
人
時
里
一
一
郎
が
今
私
た
ち
の
ま
元
に
そ
の
姿
を

あ
ら
わ
し
た
。

人
Ｖ

八
安
水
稔
和
Ｖ

塞
率
圭
画
村
一
夫
・
柴
田
仁
・
小
石
忠
男

☆
月
刊
神
戸
っ
子
認
周
年
記
念
文
化
賞
／
第
蝿
回
受
賞
者
発
表

ブ
ル
、
‐
‐
・
メ
ー
ル
賞

全
国
で
も
有
名
な
神
戸
の
ジ
ャ
ズ
を
推
進
し
て
き
た
末
広
光
夫
さ

ん
は
、
ま
さ
に
神
戸
文
化
の
有
力
な
担
い
手
で
あ
る
。
二
年
目
を
迎

え
た
コ
ー
ベ
灸
ジ
ャ
ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト
も
末
広
さ
ん
の
異
色
の
企
画

で
あ
り
、
そ
れ
が
受
賞
の
大
き
な
理
由
と
な
っ
た
。

八
小
石
忠
男
Ｖ

選
考

委
員

時
里
二
郎

副
賞
各
拾
万
円

海
の
女
神
ブ
ロ
ン
ズ

新
谷
誘
紀
制
作

末
広
光
夫

八
譜
諜
彬
ｖ

八
詩
人
Ｖ
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☆
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
協
賛
企
業

株
式
会
社
淡
路
屋

財
団
法
人
井
植
記
念
会

伊
藤
ハ
ム
栄
養
食
品
株
式
会
社

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
伽
俳
本
社

か
ね
て
つ
食
品
株
式
会
社

株
式
会
社
神
戸
風
月
堂

シ
ャ
ル
レ
株
式
会
社

神
栄
石
野
証
券
株
式
会
社

「
真
珠
の
街
。
神
戸
」
「
掴
＄
一
・
鳶
員
。
胃
」
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
北
野
町
を
初
め
神
戸
の
街

中
で
見
か
け
た
方
は
多
い
だ
ろ
う
。
一
般
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
神

を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

一
戸
ま
つ
り
や
、
神
戸
パ
ー
ル
フ
ェ
ァ
籾
な
ど
で
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
創

ク
ト
会
議
り
上
げ
た
．
若
々
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る
燃
焼
を
／

〈
代
表
。
高
橋
洋
一
一
一
〉
Ａ
小
泉
美
喜
子
Ｖ

１
３
１

角
南
商
事
株
式
会
社

株
式
会
社
太
陽
神
戸
銀
行

田
崎
真
珠
株
式
会
社

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ッ

バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
会
社

株
式
会
社
南
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

株
式
会
社
ユ
ー
ハ
イ
ム

株
式
会
社
ワ
ー
レ
ド
ノ八

即
幸
臼
順
Ｖ

■
｜
舞
台
芸
術
部
門

■
一
美
術
部
門

八
佐
野
漣
箕
Ｖ

ロ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
蕊
福
富
芳
美
。
森
本
泰
好
。
藤
本
ハ
ル
、
、
、
。
小
泉
美
喜
子

委
員
正
化
１
－
執
ｐ
”
３
》
そ
刊
上
一
１
Ｊ
必
炉
Ⅲ
ｒ
ｔ
、
一
一
一
一
一
Ｊ
Ｉ

日
舞
部
門
で
は
五
年
ぶ
り
の
受
賞
で
あ
る
。
決
定
打
は
昨
年
九
月

初
リ
サ
イ
タ
ル
の
「
鏡
獅
子
」
で
あ
っ
た
。
正
確
で
新
鮮
で
古
典
伝

花
柳
五
一
二
輔
承
の
よ
き
例
を
示
し
た
し
ま
た
こ
の
人
は
素
踊
り
に
も
よ
い
味
を
出

す
。
未
知
の
可
能
性
を
秘
め
た
幅
広
く
、
骨
太
い
独
特
の
個
性
、
鉄

八
邦
舞
家
Ｖ
は
打
て
、
時
は
今
、
受
賞
の
意
義
の
一
つ
も
こ
こ
に
あ
る
。

蕊
佐
野
漣
箕
。
名
生
昭
雄
・
岡
田

選
考

美
代

老
・
荘
思
想
に
よ
れ
ば
〃
自
然
と
は
自
ら
然
り
〃
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
幼
時
か
ら
親
し
ん
で
き
た
八
紙
・
墨
・
水
Ｖ
の
厳
し
い
制

約
の
場
を
止
揚
・
昇
華
、
い
さ
さ
か
の
街
い
も
気
負
い
も
な
く
、
ひ

た
む
き
に
現
代
を
生
き
る
こ
と
を
通
じ
て
そ
う
成
る
ご
と
く
結
実
さ

せ
た
自
然
な
成
果
を
讃
え
た
い
。
八
赤
根
和
生
Ｖ

赤
根
和
生
・
増
田
洋
・
草
野
拓
郎

八
平
面
Ｖ

藤
原
志
保 委

員
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操カモミールテイーや
（野菊）

リンゴの香りに似て、甘酸っぱい。
しみ、そばかすを取って美肌を作る
と昔からいわれています。

言農フＯ
ＪＤなどむ挙式前のお
点前、雅楽流れる中で
の三々九度、暖かい祝
福に包まれる披露宴、
お慶びの中にも格調あ
ふれるご婚礼を、経験
豊かなサービスでお手
伝いいたします。

ＨＥＡＩ－ＴＨ
ＩＳ

ＦＩＦＧＡＮＣＥ：鍵謹雲拳

神戸市中央区京町2 5 番地
ＴＥＬＯ７８(33 1 ) 8 1 1 1

オリエンタルホテル
には、明治から大正・
昭和にかけてのロマン
とノスタルジーの香り
があります。
1 9 8 0 年代の今日、ホ
テルは今や人々の新し
い広場になりました。
洗練された挙式は1 0 3
年の歴史を誇るオリエ
ンタルホテルにおまか
せください。きっと愛
の記念日として心にの
こる結婚式になるでし

3２

霧
畿
滞

ドガオリエンタルホテル

瀞
2瀞

心などむ挙式前のお点前
は３階お茶室で

生田神社 ／ 寮ユーハイム
本店
神戸市中央区下山手通2 - 1 - 1 8
T E L ( ０７８）３３１－１６９４
営業時間：１０: 3 0 A Ｍ～８: 0 O P M

※オリエンタルホテルで準式、
ご披露宴をなされたお二人を、
ご結婚一周年記念日の晩餐に
ご招待申しあげます。

伝統のホテルで､ ; 永遠の愛を誓う

オリエンタノレホテルの
ご結婚式難謡綴資, ﾚ ジー

鱗騒耀. 撫箪舗電鵜鵠

真心とサービスで素晴しぃ門出を
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蟻パリに住んで、
〃
光
陰
矢
の
如
し
〃

″
加
年
一
日
の
如
く
〃
、
こ
の
諺
に
ピ
ッ

タ
リ
当
て
は
ま
る
よ
う
な
生
活
を
し
な

が
ら
（
も
ち
ろ
ん
現
実
の
生
活
で
は
今

も
相
変
ら
ず
悪
戦
苦
闘
を
続
け
て
い
ま

す
）
今
年
で
早
や
加
年
目
を
迎
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
、
こ
の
私
が
フ

ラ
ン
ス
で
プ
ロ
の
画
家
に
な
る
な
ん

て
、
加
歳
の
頃
は
夢
に
も
考
え
な
か
っ

た
こ
と
で
し
た
。
絵
の
好
き
な
少
年
が

成
長
し
て
考
え
た
末
に
選
ん
だ
の
が
広

告
デ
ザ
イ
ン
の
道
で
し
た
。
そ
れ
で

１
３３
１

う
一
つ
の
人
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当

然
一
度
位
の
個
展
で
パ
リ
で
絵
か
き
と

し
て
生
計
が
成
り
立
つ
由
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
負
け
犬
に
な
っ
て
日
本

に
帰
り
た
く
な
い
と
言
っ
た
不
純
な
意

地
の
方
が
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
孤

独
に
少
し
ず
つ
慣
れ
、
少
し
ず
つ
強
く

な
っ
て
行
く
自
分
を
感
じ
な
が
ら
、
描

き
貯
め
た
絵
を
公
け
の
場
に
出
さ
な
く

て
は
と
思
い
、
自
分
自
身
で
コ
ン
タ
ク

ト
を
と
り
、
審
査
な
ど
を
見
つ
け
て
来

て
は
受
け
て
、
会
場
に
し
て
も
、
出
来

れ
ば
無
料
で
や
ら
せ
て
頂
け
る
所
で
や

り
始
め
ま
し
た
。
パ
リ
の
空
の
表
玄
関

の
一
つ
、
オ
ル
リ
ー
国
際
空
港
、
ア
ー

ト
ギ
ャ
ル
リ
ー
、
パ
リ
国
際
青
年
文
化

セ
ン
タ
ー
画
廊
、
シ
ャ
イ
ョ
ー
ガ
リ
エ

ラ
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
個
展
。
こ

の
国
は
今
も
尚
、
貧
し
く
て
も
自
分
が

望
め
ば
芸
術
家
達
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

て
く
れ
る
自
由
な
精
神
を
も
っ
た
国
で

す
。
私
に
と
っ
て
未
だ
日
本
は
多
く
の

制
約
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
し

て
そ
れ
が
正
当
で
あ
れ
ば
ま
た
、
理
解

も
許
容
も
出
来
る
の
で
す
が
ｌ

こ
の
度
、
神
戸
日
仏
協
会
、
神
戸
市

の
協
力
を
得
ま
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん

ち
か
で
発
表
さ
せ
て
頂
く
蛇
点
の
作
品

は
決
し
て
私
の
満
足
の
行
っ
た
も
の
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
制
作
の
過
程
に

お
い
て
は
何
か
を
引
き
出
そ
う
と
心
を

込
め
た
作
品
ば
か
り
で
す
。

私
は
作
家
の
一
人
と
し
て
本
当
に
倖

わ
せ
に
思
う
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

〃
め
ぐ
り
逢
い
の
時
″

開
催
に
あ
た
っ
て

山
下
博

八
在
仏
画
家
Ｖ

カット／「もの想う時」山下博

も
、
や
は
り
小
学
生
の
頃
か
ら
本
当
に

好
き
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
こ
と
が
知
り
た
く

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
リ
ュ
ッ
ク
一
つ
背

に
旅
発
っ
た
の
が
、
今
か
ら
哩
年
前
の

こ
と
で
し
た
。

足
で
見
て
歩
い
た
偉
大
な
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
文
化
芸
術
の
歴
史
に
圧
倒
さ
れ
、

自
分
自
身
の
あ
ま
り
の
小
さ
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
、
半
年
後
帰
国
し
ま
し
た
。

数
年
後
、
何
と
し
て
で
も
再
び
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
行
き
た
い
気
持
に
か
ら
れ
、
機

会
を
捜
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を

続
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
フ
ラ
ン
ス

人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
通
じ
て
、
パ
リ

の
あ
る
画
廊
に
私
の
作
品
が
紹
介
さ
れ

た
結
果
、
こ
ち
ら
の
画
廊
で
招
待
個
展

を
や
ら
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
初
め
て
パ
リ
に
住
む
た
め

フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
ま
し
た
。
稲
年
の
こ

と
で
す
。
そ
の
日
か
ら
私
の
新
し
い
も

随 想
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ス
の
人
達
は
芸
術
・
文

私
は
本
当
に
素
晴
し
い
所
に
住
ん
で
い

る
わ
け
で
す
。
最
近
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
若
い
フ
ラ
ン
ス
人
に
こ
ん
な
質
問

を
受
け
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
あ
な
た

は
パ
リ
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
か
？
」

そ
し
て
僕
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。
「
友

情
と
僕
の
仕
事
の
た
め
で
す
よ
」
と
。

ひ
な
に
思
う

川
西
季
乃

雪
帯
》
》
》
》
》
》
識
一

化
の
存
在
し
な
い
生
活
は
人
間
的
生
活

幸
い
に
フ
ラ
ン

け
れ
ば
い
け
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

●
と
い
ア
ワ

と
い
う
こ
と
で
す
。
元
来
、
真
の
芸
術

そ
れ
は
心
の
情
操
を
求
め
て
や
つ

で
な
い
と
考
え
て
い
る
国
民
で
す
か
ら

る
人
達
に
め
ぐ
り
逢
う
こ
と
が
出
来
る

一
年
間
の
別
れ
を
告
げ
な
が
ら
、
お
習

字
の
練
習
の
反
古
で
一
つ
一
つ
て
い
ね

い
に
包
み
、
箱
に
納
め
ま
す
・
そ
の
時
は

お
け
い
こ
し
た
字
の
批
評
会
と
な
る
訳

で
、
「
こ
の
字
は
上
手
ね
」
と
か
、
「
こ
れ

は
誰
の
字
か
し
ら
？
」
と
か
言
い
な
が

ら
、
賑
や
か
な
こ
と
で
す
。
今
は
子
供

達
が
い
な
い
の
で
、
反
古
も
な
く
、
箱
の

目
張
り
も
手
を
抜
く
よ
う
に
な
っ
た
り

テ
ィ
ッ
シ
ュ
。
ヘ
ー
パ
ー
で
包
む
等
、
世

と
共
に
、
横
着
な
片
付
け
方
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
昔
は
な
ん
と
な
く
長
閑
で
、

人
に
対
し
て
も
、
物
に
対
し
て
も
、
温

い
気
持
が
通
い
合
っ
て
い
た
よ
う
な
気

が
い
た
し
ま
す
。
人
形
を
見
て
お
り
ま

す
と
、
昨
今
の
慌
し
い
世
の
中
に
、
も

う
少
し
潤
い
の
あ
る
生
活
溌
あ
っ
て
欲

し
い
と
ふ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

百
年
前
後
の
年
月
を
経
て
お
り
ま
す

の
で
、
人
形
の
衣
類
や
毛
髪
も
か
な
り

虫
に
喰
わ
れ
、
道
具
類
も
ガ
タ
ガ
タ
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
お
見
せ
す
る

ほ
ど
名
の
あ
る
作
家
の
も
の
で
も
な

く
、
傷
み
も
ひ
ど
い
も
の
で
す
が
、
思

い
が
け
な
く
、
縁
あ
っ
て
こ
の
よ
う
に

写
真
を
出
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
う

の
は
、
そ
の
た
め
に
存
在
し
な

私
は
明
治
三
十
四
年
生
ま
れ
の
八
十

三
歳
で
す
が
、
こ
の
ひ
な
人
形
の
一
番

古
い
も
の
は
、
明
治
二
年
生
ま
れ
で
す

の
で
、
百
十
五
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。人

形
や
道
具
の
入
っ
て
お
り
ま
す
箱

を
見
ま
す
と
、
明
治
二
年
の
も
の
か
ら

明
治
一
一
十
五
年
あ
た
り
の
も
の
迄
あ
り

ま
す
。
私
の
母
が
生
ま
れ
ま
し
た
年
、

祖
父
が
最
初
の
も
の
を
買
い
求
め
、
そ

の
後
、
お
い
お
い
に
買
い
揃
え
た
よ
う て

来

で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
年
春
に

な
り
ま
す
と
、
虫
干
し
を
兼
ね
て
、
人

形
達
を
外
気
に
当
て
て
や
り
た
く
な
り

嫁
や
娘
達
の
手
を
煩
わ
せ
て
は
一
日
が

か
り
で
飾
り
つ
け
ま
す
。

昔
は
等
身
大
の
市
松
人
形
、
庭
遊
び

く
ど

の
人
形
．
お
台
所
の
お
曲
突
さ
ん
等
々

も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
形
や
道

具
類
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
母
や
伯
母
達
、
私
や
姉
達

そ
し
て
娘
や
姪
達
と
三
代
に
わ
た
り
、

遊
び
道
具
に
使
っ
て
参
り
ま
し
た
。
お

琴
、
貝
合
わ
せ
、
五
目
並
べ
、
お
ま
ま

ご
と
、
お
人
形
遊
び
…
…
。
ず
い
ぶ
ん

い
ろ
い
ろ
と
活
用
し
ま
し
た
の
で
、
傷

み
も
ひ
ど
く
、
数
も
か
な
り
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
戦
後
、
現
在
の
状
態
に

落
ち
着
い
て
お
り
ま
す
。

残
っ
て
お
り
ま
す
お
台
所
の
お
釜
で

丁
度
一
一
合
の
お
米
が
炊
け
ま
す
。
か
わ

い
い
御
膳
や
什
器
が
二
十
人
前
揃
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
飯
を
炊
い
て
、
い
ろ
い

ろ
と
ご
馳
走
を
つ
く
り
、
御
膳
に
盛
っ

て
、
娘
達
の
お
友
達
を
よ
く
お
招
き
し

た
も
の
で
す
。

片
付
け
ま
す
時
も
、
又
来
年
迄
と
、

で
す
。
娘
が
生
ま
れ
ま
し
た
都
度
、
買

い
足
し
ま
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
何

か
の
折
に
ふ
や
し
ま
し
た
も
の
か
、
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
五
年
、
現
在
住
ん
で
お
り
ま
す

家
を
建
て
ま
し
た
時
に
、
生
家
か
ら
私

供
の
方
へ
移
し
て
参
り
ま
し
た
。
子
供

達
も
夫
々
独
立
し
、
今
は
老
夫
婦
二
人

宮
氏
鷺
齢
苗
喧
穏

■
為
酋

川
西
家
に
伝
わ
る
雛
人
形

農
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グレゴリーペック夫妻( 中央）・
逓訳恵美さんと筆者（左端）

瀞 れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
人
形
達
や

道
具
類
も
さ
ぞ
か
し
満
足
し
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

世
界
は
一
つ

望
月
美
佐

八
書
道
家
Ｖ

何
と
な
く
今
年
は
よ
い
こ
と
あ

る
ご
と
し
元
日
の
朝
晴
れ
て
風

な
し
啄
木

年
が
あ
ら
た
ま
る
度
に
こ
の
歌
が
胸

一
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

去
年
の
「
葵
亥
」
は
す
べ
て
の
終
り
を

示
し
、
「
甲
子
（
き
の
え
。
ね
）
」
は
植
物

が
硬
い
皮
を
破
っ
て
新
芽
を
ど
ん
ど
ん

伸
ば
し
育
て
る
意
味
で
、
エ
ト
の
還
暦

つ
ま
り
諸
事
一
新
、
堅
忍
不
抜
、
育
盛

発
展
の
年
で
す
。
私
の
九
紫
火
星
も
最

良
の
運
勢
に
て
、
元
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
〃
こ
い
つ
は
春
か
ら
″
に
思
い
き

り
動
の
書
を
演
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
は
台
湾
で
個
展
（
台
湾

テ
レ
ビ
、
民
衆
日
報
の
後
援
）
ロ
ス
ア

ン
ゼ
ル
ス
は
十
月
に
、
「
日
本
の
書
と
美

佐
の
す
べ
て
」
と
し
て
動
の
書
も
、
又

日
米
友
好
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ー
テ
ィ
も

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
予
定
し
て
い

書
斉
に
飾
ら
れ
て
る
写
真
が
送
っ
て
き

ま
し
て
、
私
も
お
手
紙
を
差
し
上
げ
、
一

度
ぜ
ひ
お
目
に
か
か
り
た
い
と
の
執
念

で
し
た
。
十
一
月
二
十
九
日
は
朝
か
ら

通
訳
の
恵
美
さ
ん
、
秘
書
の
実
方
君
と

落
ち
着
か
ず
、
せ
め
て
お
宅
に
近
い
ピ

バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
で
朝
食
を
と
り

お
電
話
を
し
ま
し
た
。
午
後
四
時
半
に

会
見
決
定
、
三
十
分
も
前
か
ら
お
家
の

前
を
ウ
ロ
ウ
ロ
と
興
奮
ぎ
み
で
し
た
が

無
事
凄
い
豪
邸
に
お
伺
い
出
来
、
ピ
カ

ソ
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
、
ム
ン
ク
、
ダ
リ
な

ど
の
最
高
の
画
の
間
に
私
の
書
が
か
か

っ
て
あ
っ
た
の
に
は
、
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
一
時
間
半
ほ
ど
お
話
し
し
、
す
っ

か
り
暗
く
な
っ
て
失
礼
し
ま
し
た
が
、

そ
の
時
、
あ
の
「
０
０
７
」
の
ロ
ジ
ャ

ー
ム
ー
ア
ご
夫
妻
が
お
い
で
に
な
り
、

握
手
を
か
わ
し
て
紹
介
さ
れ
、
何
と
な

く
ぽ
１
つ
と
し
て
慌
て
て
三
人
門
を
出

た
と
こ
ろ
で
我
に
か
え
り
、
写
真
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
の
も
忘
れ
て
、
そ
れ

は
口
惜
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
。

〃
世
界
は
一
つ
〃
と
い
う
言
葉
ど
お

り
、
日
本
だ
け
で
落
着
い
て
る
時
代
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
の
よ
う
に
、

日
本
語
し
か
で
き
ず
、
書
の
こ
と
も
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
も
の
で
も
努
力
だ
け
は

し
て
い
こ
う
と
決
心
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
若
い
世
代
の
日
本
人
一
人
一
人

が
世
界
一
の
平
和
な
国
づ
く
り
に
励
み

日
本
魂
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

だ
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
心
も
身
も
燃

え
る
弱
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

蕊 〃

灘

１
３５
１

》
》

「
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
キ
ス
ポ
噸
」
に
て

ま
す
。
こ
れ
も
昨
年
、
七
月
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
九
月
に
台
湾
、
十
月
に
韓
国

十
一
月
に
は
じ
め
て
の
ア
メ
リ
カ
、
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
成
果
だ
と
、
思
っ
て

ま
す
。
こ
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
で
は
、

「
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
キ
ス
ポ
稲
」
が
一
一
一
日

間
室
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
日
本
の

企
業
約
伽
社
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
、

日
本
の
文
化
・
経
済
の
交
流
の
大
き
な

架
け
橋
と
な
り
、
四
回
目
で
す
が
、
ス

ケ
ー
ル
も
年
々
と
大
き
く
な
っ
て
、
見

学
者
も
十
万
人
を
越
え
ま
し
た
。
私
も

一
日
一
回
夕
方
の
一
番
人
の
よ
く
集
ま

る
時
問
に
舞
台
に
つ
く
ら
れ
た
、
９
メ

ー
ト
ル
の
パ
ネ
ル
に
笛
の
音
に
あ
わ
せ

て
動
の
書
を
演
じ
、
「
花
に
は
水
を
人

に
は
愛
を
」
と
書
き
ま
し
て
、
拍
手
喝

釆
で
し
た
。
振
袖
も
帯
む
す
び
も
、
髪

も
何
も
か
も
一
人
で
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

外
国
で
の
生
活
に
そ
れ
こ
そ
大
変
で
し

た
が
、
何
よ
り
私
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
、
あ
の
有
名
な
グ
レ
ゴ
リ
ー
。
・
ヘ
ッ

ク
氏
の
ピ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
の
お
宅
訪
門

が
出
来
た
こ
と
で
す
。
出
会
い
と
は
不

思
議
な
も
の
で
、
一
昨
年
グ
レ
ゴ
リ
ー

ご
夫
妻
が
東
京
に
い
ら
し
た
折
、
私
の

作
品
が
東
京
シ
ー
ボ
ン
化
粧
品
、
犬
塚

社
長
室
で
目
に
と
ま
り
、
大
変
気
に
入

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
鹿
」
と
象

形
文
字
で
書
き
ま
し
た
も
の
で
す
が
、
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；

関
誌
を
出
版
さ
れ
て
い
る
。
国
の
重
点

文
物
保
護
単
位
（
重
要
文
化
財
）
で
あ

る
。も

う
一
つ
は
、
長
沙
の
岳
麓
山
の
麓

に
あ
る
「
岳
麓
書
院
」
で
あ
る
。
長
沙

は
、
１
９
７
２
年
ｌ
沌
年
に
発
掘
さ
れ

た
馬
王
推
漠
墓
で
有
名
で
あ
る
。
毛
沢

東
が
長
沙
の
第
一
師
範
学
校
を
卒
業

し
、
船
山
学
社
で
湖
南
自
修
大
学
を
創

立
し
た
こ
と
や
、
辛
亥
革
命
の
活
動
家

で
あ
っ
た
察
鍔
、
黄
興
、
そ
し
て
劉
少

奇
な
ど
革
命
家
が
こ
の
地
か
ら
多
く
輩

出
し
て
い
て
、
明
治
維
新
の
士
の
郷
土

鹿
児
島
と
友
好
都
市
を
結
ん
で
い
る
。

岳
麓
書
院
は
、
９
７
６
年
に
創
建
さ

れ
、
嵩
陽
、
唯
陽
、
白
鹿
洞
と
並
ん
で

宋
代
の
４
代
書
院
と
さ
れ
て
い
た
。
カ

イ
ロ
の
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
と
並
ぶ
最

古
の
学
府
で
あ
る
。
も
っ
と
も
空
海
の

綜
芸
種
知
院
は
８
２
８
年
の
創
設
で
あ

る
。
全
盛
時
代
に
は
朱
子
学
の
祖
で
あ

る
朱
葺
と
、
張
拭
が
い
て
、
学
生
１
０

０
０
人
を
送
り
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
書
院
は
、
現
在
で
は
隣
接
す
る
湖

南
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
に
な
っ

て
い
て
、
大
学
の
修
復
管
理
委
員
会
に

よ
っ
て
、
建
物
と
そ
の
周
辺
環
境
の
整

備
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
書

院
の
眼
前
に
は
、
高
層
の
大
学
図
書
館

も
建
設
中
で
あ
っ
た
。

湖
南
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
湘
江
を

こ
え
た
対
岸
の
長
沙
の
中
心
市
街
地
の

位
置
関
係
を
岳
麓
山
の
上
か
ら
眺
め
て

み
て
、
こ
こ
は
、
ふ
と
、
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
関

係
構
造
と
よ
く
似
て
い
る
な
と
い
う
感

想
が
頭
を
か
す
め
た
。１

３７
１

昨
年
末
に
参
加
し
た
長
江
下
流
域
考

察
団
の
旅
で
、
２
つ
の
興
味
あ
る
学
芸

の
場
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。

１
つ
は
、
杭
州
の
西
湖
の
ほ
と
り
の

孤
山
の
「
西
冷
印
社
」
で
あ
る
。
杭
州

は
、
大
運
河
の
南
端
に
位
置
し
、
咽
世

紀
に
こ
こ
を
訪
れ
た
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ

が
そ
の
壮
麗
さ
を
た
た
え
て
世
界
第
一

の
豪
華
・
富
裕
な
都
市
だ
と
伝
え
た
町

で
あ
る
。
大
運
河
と
結
ん
だ
当
時
の
市

内
の
運
河
で
あ
る
中
河
。
東
河
も
そ
の

ま
ま
で
、
中
国
の
重
要
歴
史
都
市
の
１

Ａ
そ
の
記
Ｖ
中
国
の
伝
統
あ
る
学
府

畏沙・岳麓山の誼にある「兵読書院」

且然鈷剖巌竺嬰弓蒜詳苛

鴬

蕊議蕊蕊亀

爵

っ
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
湖
中
を
走
る

蘇
堤
な
ど
西
湖
の
風
景
は
、
九
州
の
福

岡
の
大
濠
公
園
の
モ
デ
ル
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
蕊
西
湖
の
水
は
、
集
水
面
積

も
少
な
く
、
藻
な
ど
の
有
機
物
質
で
緑

色
に
汚
染
さ
れ
て
い
て
、
い
ま
す
こ
し

離
れ
た
銭
塘
湖
の
水
を
い
れ
て
浄
化
す

る
計
画
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
「
西

冷
印
社
」
は
、
中
国
の
伝
統
あ
る
金
石

の
保
存
と
印
学
の
研
究
団
体
で
国
内
国

外
の
川
人
以
上
の
印
章
彫
刻
家
や
書
家

が
社
友
と
し
て
参
加
し
て
い
て
、
清
代

の
断
派
と
呼
ば
れ
た
西
冷
八
家
の
系
を

ひ
き
つ
い
で
、
１
９
０
４
年
に
学
術
団

体
を
結
成
し
、
皿
年
経
過
し
て
１
９
１

３
年
に
呉
昌
碩
が
社
の
長
と
な
っ
て
設

立
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
も
、
河
井
仙

郎
、
長
尾
甲
な
ど
が
参
加
し
て
い
た
。

１
９
６
３
年
に
は
帥
周
年
記
念
大
会
が

催
さ
れ
、
郭
沫
若
が
祝
賀
の
詩
を
お
く

っ
て
い
る
し
、
１
９
８
０
年
の
ｎ
月
７

日
に
は
、
朝
倉
文
夫
の
作
だ
っ
た
呉
昌

碩
の
胸
像
を
日
本
側
で
復
元
し
て
贈
っ

た
除
幕
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

境
内
に
は
、
唐
代
に
建
て
ら
れ
て
い

た
と
い
う
竹
閣
、
北
栄
時
代
だ
と
い
う

柏
閣
、
栄
代
だ
と
い
う
四
照
閣
な
ど
が

西
湖
を
見
下
し
て
建
て
ら
れ
、
断
江
省

最
古
の
１
９
０
０
年
前
の
〃
三
老
韓
字

忌
日
鶴
″
や
数
多
く
の
金
石
が
埋
蔵
さ

れ
て
い
る
。
「
西
冷
芸
華
」
と
い
う
機

水
谷
頴
介
八
都
市
計
画
家
・
建
築
家
ｖ

『
西
冷
印
社
」
と
言
岳
麓
書
院
』

騒鶏Ｉ灘溌鍵蕊議蕊
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詩
人
坂
本
遼
（
一
九
○
四
’
一
九
七
○
）
の
「
自
伝
」
の
大
半
は
酒
の
話
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。
「
椿
の
花
を
揺
り
落
し
て
、
そ
れ
を
杯
に
す
る
と
、
花
の
香

が
移
り
、
花
粉
が
浮
く
」
。
こ
の
「
椿
酒
」
ほ
ど
う
ま
い
酒
は
な
い
と
詩
人
は

記
し
て
い
る
。
な
お
、
草
野
さ
ん
は
詩
人
草
野
心
平
の
こ
と
。

今
日
は
あ
ま
り
た
く
さ
ん
は
飲
め
ま
せ

ん
。
そ
う
い
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
、
だ
が

と
だ
え
る
こ
と
な
く
飲
ん
だ
人
。
蓮
華

が
咲
く
と
蓮
華
田
に
坐
っ
て
。
椿
が
咲

く
と
椿
の
木
の
し
た
で
・
今
も
き
っ
と

飲
ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う
な
。
薮
の
な
か

椿
の
木
の
し
た
で
。
坂
本
さ
ん
は
。

草
野
さ
ん
を
ホ
テ
ル
に
送
っ
て
か
ら
人

影
ま
ば
ら
な
阪
急
三
宮
の
コ
ン
コ
ー
ス

で
別
れ
た
。
草
野
は
今
夜
は
楽
し
そ
う

だ
っ
た
な
あ
。
そ
う
い
っ
て
ガ
ク
リ
と

肩
を
落
す
よ
う
に
向
き
を
変
え
る
と
ゆ

っ
く
り
と
階
段
を
の
ぼ
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
が
詩
人
を
見
た
最
後
だ
っ
た
。

椿
酒

１
３９
１
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１
４０
１

世
界
の
い
け
ば
な

●
れ
ん
さ
い
エ
ッ
セ
イ
／
三
島
鼻
。
の
神
一
任
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
八
最
終
回
Ｖ

小
原
稚
子
〈
小
原
流
理
事
国
際
部
長
〉
・
絵
／
上
尾
忠
生

ス
ト
ラ
リ
ァ
の
シ
ド
ニ
ー
に
で
き
よ
う
と
し
て
い
る
。
外

国
の
支
部
活
動
が
盛
ん
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
日
本
の
い

け
ば
な
を
知
る
人
々
も
増
え
て
く
る
。
自
動
車
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
輸
出
は
貿
易
摩
擦

を
お
こ
す
こ
と
が
あ
る
が
、
い
け
ば
な
の
セ
ー
ル
ス
は
日

本
へ
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
て
く
れ
る
。
私
の
仕
事
が

日
本
へ
の
国
際
理
解
を
深
め
る
の
に
い
さ
さ
か
で
も
役
立

っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
私
は
一
小
原
流
の
立
場
を
越
え
て

嬉
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

海
外
で
の
仕
事
の
時
、
私
は
多
く
の
日
本
女
性
が
す
る

よ
う
に
、
美
し
い
日
本
の
着
物
を
着
る
こ
と
は
な
い
。
そ

れ
は
、
私
の
仕
事
は
、
花
を
生
け
る
主
役
を
も
り
立
て
る

裏
方
の
仕
事
だ
と
い
う
自
覚
が
あ
る
こ
と
と
、
も
う
一
つ

は
、
国
際
社
会
で
仕
事
を
す
る
時
に
は
、
着
物
に
代
表
さ

れ
る
日
本
情
緒
は
必
要
な
い
と
思
う
か
ら
だ
。
現
在
の
日

本
の
国
際
的
立
場
か
ら
い
え
ば
、
む
し
ろ
そ
う
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
は
無
駄
だ
と
思
う
く
ら
い
だ
。
必
要
な
の
は
、
イ

セ
ン
ス

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
感
覚
と
、
堂
々
と
相
手
と
渡
り
合

え
る
仕
事
の
内
容
、
そ
し
て
マ
ナ
ー
と
自
信
で
は
な
か
ろ

う
か
。日

本
で
は
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
控
え
目
に
言
う
こ

と
が
奥
床
し
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
国
際
的
な
立
場
で

は
そ
れ
は
通
用
し
な
い
。
自
分
は
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
で

久
々
の
大
雪
で
羽
田
空
港
が
閉
鎖
さ
れ
た
一
月
末
に
、

私
は
常
夏
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
出
張
を

終
え
て
帰
国
し
た
。
わ
ず
か
五
時
間
半
の
空
の
旅
で
、
こ

れ
だ
け
気
候
が
変
わ
る
。
海
外
の
い
け
ば
な
愛
好
家
や
小

原
流
の
会
員
た
ち
の
中
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
人
種
や

国
境
、
そ
し
て
地
理
的
な
距
離
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い
。

け
れ
ど
も
、
こ
う
し
て
真
夏
か
ら
厳
寒
へ
の
変
化
を
経
験

す
る
と
、
改
め
て
忘
れ
て
い
た
外
国
と
の
距
離
感
を
思
い

お
こ
す
。

小
原
家
で
は
、
昔
か
ら
「
女
は
花
を
生
け
な
い
」
と
い

う
不
文
律
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
私
の
家
で
は
、
花
を
生
け

る
こ
と
は
男
の
仕
事
な
の
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
で
、
私
も

一
応
、
父
や
高
弟
か
ら
手
ほ
ど
き
は
受
け
た
が
、
今
で
も

人
前
で
は
花
を
生
け
な
い
。

し
か
し
私
の
仕
事
は
、
ま
さ
に
〃
い
け
ば
な
人
〃
の
仕

事
で
あ
る
。
私
は
、
四
年
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
て

帰
国
し
て
す
ぐ
、
小
原
流
の
海
外
部
門
の
仕
事
を
始
め
た
。

〃
花
を
生
け
な
い
い
け
ば
な
人
〃
と
し
て
の
仕
事
の
は
じ

ま
り
で
あ
る
。
当
時
、
海
外
に
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル

と
ホ
ノ
ル
ル
く
ら
い
に
し
か
支
部
が
な
か
っ
た
よ
う
に
記

憶
す
る
。
外
国
人
で
小
原
流
の
許
状
を
も
っ
て
い
る
人
の

数
さ
え
正
確
に
は
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

今
で
は
海
外
だ
け
で
も
、
四
十
四
番
目
の
支
部
が
オ
ー
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き
る
と
堂
々
と
売
り
込
み
、
そ
れ
に
対
し
て
あ
な
た
は
何

を
し
て
く
れ
る
か
。
つ
ま
り
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
を
は
っ

き
り
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
。
「
イ

エ
ス
」
と
「
ノ
ー
」
も
大
切
で
あ
る
し
、
契
約
も
重
要
で

あ
る
。こ

う
述
べ
て
く
る
と
、
私
が
い
か
に
も
国
籍
不
明
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
人
間
志
向
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
違
う
。

私
は
留
学
時
代
、
そ
し
て
そ
の
後
の
仕
事
を
通
じ
て
、

国
際
的
な
活
動
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
〃
日
本
的
″
で
あ

る
こ
と
へ
の
志
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
い
や
、
真

に
日
本
的
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
知
っ
た
と
い
っ
た
ら

よ
い
だ
ろ
う
。
生
ま
れ
つ
き
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
人

間
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
誰
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

生
ま
れ
た
国
を
も
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
〃
民
族
的
〃
な
人

セ
ン
ス

間
が
集
ま
っ
て
仕
事
を
す
る
共
通
の
感
覚
が
〃
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
〃
と
表
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
い
う
中
で
自
信
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
日
本
人
と
し
て
の
信
念
と
誇
り
の
な
い
人
間
は
失
格

だ
と
私
は
思
う
。

短
期
の
観
光
旅
行
な
ら
と
も
か
く
、
長
ら
く
外
国
に
滞

在
し
た
り
、
仕
事
で
出
か
け
る
と
、
い
か
に
自
分
は
日
本

の
こ
と
を
知
ら
な
い
か
を
痛
感
す
る
は
ず
だ
。
ア
メ
リ
カ

留
学
の
成
果
は
何
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
私
は
、
そ
れ
は
日

本
を
見
つ
け
た
こ
と
だ
と
答
え
る
だ
ろ
う
。

私
は
自
分
が
日
本
人
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
自
覚
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
自
覚
と
信
念
が
現
在
の
仕
事
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
父
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た

日
本
的
美
観
が
、
私
に
こ
の
仕
事
を
選
ば
せ
た
と
い
っ
て

よ
い
。
日
本
人
と
し
て
誇
り
に
思
え
る
日
本
美
の
一
端
を

世
界
に
知
ら
せ
た
い
と
い
う
欲
求
と
で
も
い
お
う
か
。
そ

れ
は
家
元
の
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
宿
命
と
で
も
い
う
べ

き
も
の
だ
け
か
ら
く
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

私
は
「
い
け
ば
な
を
海
外
へ
セ
ー
ル
ス
す
る
」
こ
の
仕

事
が
好
き
で
あ
る
。
使
命
感
を
も
感
じ
る
。
私
の
前
に
世

界
が
開
け
て
い
る
。
そ
こ
に
は
日
々
新
た
な
出
会
い
が
あ

り
、
そ
の
出
会
い
が
私
を
育
て
て
も
く
れ
る
の
だ
。
よ
り

素
晴
し
い
「
出
会
い
」
を
念
じ
つ
つ
、
私
は
ま
た
〃
い
け

ば
な
を
世
界
へ
広
め
る
〃
旅
に
向
う
の
で
あ
る
。
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